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はじめに

情報技術の進歩は，情報の価値を変化させ，さ

らには企業基盤までも変えてしまうこともある.

企業にとっては，どのような情報システムを構築

し，どのような情報を管理していくかが，戦略レ

ベルでの意思決定問題になってきている.このよ

うな状況のなかで，企業組織の各階層のエンドユ

ーザーに対し，自分自身で情報の収集，分類，加

工といった一連の作業を可能にする D55への期

待は大なるものがある.本稿では，道具としての

D55 の現状と， D55 を導入する時の留意事項

について説明する.

1. 道具としての DSS

D55は，企業における非定型業務を効果的に

支援する道具として期待されている.非定型業務

とはどんな業務であるかについてはさまざまに定

義できるかと思うが，ここでは「ある問題を解決

するために，その担当者が自分自身の思考過程に

従って進める業務」と定義する.すなわち，その

問題を解決するための手順なり，方法なりが規定

されていない，あるいは規定できない業務という

ことである.このような非定型業務を支援する D

55 には，強力なデータベース操作機能，豊富な
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分析機能およびその結果を報告するためのレポー

ト機能を併せもつことが必須要件である.道具と

してのDSS を具体的に理解していただくために

日本電気の提供するデシジョンサポートパートナ

ー (DS P)について紹介する.

(1)体系化されたエンドユーザー機能

非定型業務を遂行するために，担当者自身で，

データの照会，分類，加工，分析などを一連の作

業とするためにつのコンセプトのもとに体系

化された機能(図 1 )が提供されている.さらに，

DSP標準機能に加えて，エンドユーザー側で作

成したプログラムを組み込むことができる.

(2) 基幹データベースとのリンク

DSS におけるデータベースの役割はきわめて

重要である.それはエンドユーザーのコンピュー

タ利用の大半を，データの照会，分類，集計とい

ったデータ操作が占めているからである.ただ従

来のDSS では独自のデータベースを採用してい

るため，企業内に蓄積されている既存データのス

ムーズな取り込みや参照が困難であった.このこ

とは，過去に営々と築き上げられてきた「データ

処理システム J の自然な延長として DSS を位置

づけることのむずかしさを示している. DS P で

は， D S/TQF というデータ操作機能により，

基幹データベースを直接参照することができる.

(3) 経営モデル操作機能

シミュレーションというと従来はその道の専門

家にしか使えなかったのが， DS/POESY では，
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自由形式データ入力機能(DS/DEF)

自由形式報告書作成機能(DS/NL3)

ビジネス統計機能(DS/STAT)

時系列分析機能(DS/FORECAST)

エリア分析機能(DS/MAP)

VIA転送機能(VIALAN)

VIA問合せ機能(VIAINFO)

図 1 デシジョンサポートパートナーの機能体系

業務で使っている言葉をそのままモデ、ルの中に記

述することができる.また「売上高J I製造原価」

「直間比率」といった変数相互の関係を羅列的に

記述するだけで，実行順序を意識することなくモ

デルを構築することができる.このモデルに対し

て WHAT IF 分析，感度分析，危険分析などさ

まざまな角度からシミュレーションすることがで

きる.

(4) データ分析機能

「集計する J とか「グラフにする J とかし、った

基本的な加工作業に加えて，統計あるいは予測と

いった科学的分析ができたらデータの活用度はさ

らに拡がる. DS P では， DSjSTAT, DSjFO 

RECAST , DSjMAP の 3 種の分析ツールを提

供している.

(5) 分散DSSの実現

従来ややもすると， DS S の各機能はホストコ

ンピュータの資源を大量に必要とし，同時に利用

できる利用者の数を制限せざるをえないという問

題があった. DS P では，ホスト側では大規模デ

550 (24) 

ータや共用データの管理および加工，高速な CP

Uを要する処理を行ない， ワークステーションや

パソコン側で、は小量データや個人用データの管

理，加工，分析を行なう (OA ソフト rLAN シ

リーズj がサポート)ことで，ホストとワークス

テーションの適正な機能分散を行なっている(図

2 ). 

以上がDSP の紹介であるが， D S S を導入す

るに際して従来問題となっていた基幹データベー

スの参照，ポストコンビュータの負荷，操作の連

続性といったことが，ずいぶん解決されているこ

とがおわかりいただけたと思う. DS P の各個別

機能については，表 1 .を参照していただきたい.

2. DSS の導入

DSS を導入するに際しては，当該企業のトッ

プや管理者がD S S~;こ対して強い期待とニーズを

もっていることが必要条件で、ある.企業組織の中

にDSS を導入し，効果的に利用し，有効性を向

上させるまでには相当の努力(投資:人，物，金)

を要する.

DSSは，ユーザーがある特定の自分たちの問

題を解決するために個々に導入する場合と，情報

システム部門が中心となって組織全体に提供する

場合がある.この両者の比較を表 2 に示したが，

ユーザー主体の場合の最大の利点は，問題解決に

直結したシステムを短期間に構築できるところに

ある.他方，情報システム部門主体の場合の最大

の利点は，最新情報技術の動向を見きわめたうえ

で，自社に適した情報技術を選択し，ノミランスの

とれた情報システムを構築できるところにある.

全社的にDSS を導入する時には，両者がお互い

の役割を十分認識し，ユーザ一部門も積極的に参

画し，協調しながら進めていくことが重要である.

DSPにおいては，マイクロメインフレームリン

クということで分散DSS を実現しているが， E 

DP視点からの「ホスト側の負荷の軽減」という

ことだけではなく，パソコン等を使ってローカル
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ホスト

-自由形式データ入力機能
DS/DEF 

-自由形式報告書作成機能
DS/NL3 

-経営モデル操作機能

DS/POESY 

ワークステーション/パソコン

-データベース操作機能
LANFILE 

-ビジネスグラフ作成機能
LANGRAPH 

-電子シート操作機能
LANPLAN 

-ビジネス統計機能
DS/STAT(LANSTAT) 

-時系列分析機能

DS FORECAST(LANFORECAST) 

-エリア分析機能
DS/MAP(LANM AP) 

図 2 デシジョンサポートパートナーの分散システム構成

な世界でデータの集計， グラフ化，あるいは，傾

向分析などを見せることにより「自分の仕事に使

えそうだな」という実感をユーザーにもってもら

うことで， DS S を定着化するのに大きな役割を

果している.

DSS実施は単純システムから

組織にDSS を普及させるためには，まずデー

タベースの検索，集計，数字のグラフ化といった

操作が容易で便利な機能から提供していくことが

重要である.ユーザーにとって今までDSSがな

くても業務を遂行してきたわけで，1DSSを使わ

ない」という選択の自由度が非常に高いところが

DSS の特性である.したがってユーザーに「使

ってみょうかな J r便利だな」と思わせることが，

キーとなる.その次には，ユーザーからデータの

加工，分析といった要求が自然と生まれてくる.

技術支援部門が必要

この段階になると，ユーザーは自分の要求する

情報をいかにDSS を利用して得ょうかと考える

ようになる.その時に，時系列予測，統計，シミ

ュレーションといった手法を使いこなす技術支援

1985 年 9 月号

部門があると，問題解決のレベルは飛躍的に向上

する.しかしここで注意すべきことは， r技術支援

部門が問題を解決するのではない」ということで

ある.例として「アンケート調査」について考え

てみよう.アンケートの目的，その結果として得

たい情報，仮説(rA商品と B商品とでは購買年令

に差があり， A商品は 18才未満， B商品は20-25

才である J)などは，ユーザーが明確に認識したう

えで，技術支援部門にアンケート表の作り方，分

析方法について支援を依頼するということであ

る.分析結果にもとづく判断と対策はもちろんユ

ーザーの仕事である.

DSSの普及には時聞がかかる

DSSを導入したなら早急に使えるようにする

ことはもちろんだが，普及するには 2 つの理由で

時聞がかかる.まず第 l の理由は， DS S が道具

として定着するまでには，成功，失敗のくりかえ

しにより少しずつノウハウを蓄積し，その使い方

を修得するまでの時間が要る.第 2 の理由は，計

数管理等のためにフォローすべき項目のデータ蓄

積のために時間が必要となるためである.たとえ

(25) 551 
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表 1 デシジョンサポートパートナーの機能一覧

機 能 概 要 主要機能項目

リレーショナルデータベース報(R告IQ書S作)成操の機構作

-表オベ演車法ンタヲ加算産aレンド成機工，上ーグ健機論機表下タ機理表態能左{安能演示右( 定(P義J, U D.Lヲなム鐙ιn録散告身主がら， データのEF酔 -コマ プログ
どの まで なデータベース など

データベース操作機能 を提 る. -デー 集算計，演条算件，式作算成な術演能) 算，
(DSjTQF) らの震機書能単早のすべてはエンドユーザ一白 ・.比報画較告面 ・グラフ 機ど容易 作とできるT(操デよ作ィう，に， 表を活画特面用したデータ CR スプレイ を

活す用した な言語 指示)を長と 表(消プ法， 示右方，列向/移行動のな追ど加)・削除，
る.

自由形式データ入力機能
データベースに蓄えるデータの入力や，デ -画面作カ成/・保デ守ー ・テープル処理 ・デ
ータ処形面理式形用のデータ利作す成をシステムおしき ータ入 タベリファイ ・監視

(DSjDEF) せの ではな能く， 用者が自由に設計し -イニシャライズ処理
た画 式で可にる.

自由形式報告書作成機能 利用者当専す行用の報告値書打を表鍵示される案作内成画面が -入力ファイル処分理 ・データ選告択書機機能能
(DSjNL 3) の該単 る欄にを するだけで -演算機能・類機能 ・報

簡になえる.

品然語に近いてらのに捜雲行苦告お喜書よ重のび喜作利用して財 -モデル言Gj!ß 析}・・A， Eデ感デ・度ルレタの分ポ傑実析ー作行，トW作とH・成結質A集T問の(I表要F 経営モデル操作機能 モデルを中心 モデルのシ 示素分析分(表析~危，グ影険ラ響分フ析分) (DSjPOESY) (こミ表ュと，レグーラシフョ)ンさ 結成果を行の表な示う
ができる.
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統計手法を意識することなく，データに最き -基礎析統計量操分類作 ・項約目特析性分析群 ・比連較分析間適な分析を手順を追って行なうことがで 連分 ・ 要分 ・間関

ビジネス統計 る したが年『どプっも宗ラ統て寺ン到デ盟ニのーン専百タも品門部あ家F り， 問題窓識も -表データ
あるけれ でないというオ

(DSjSTAT) フィスの 守J íマーケティ

ング部象門とJす AスTタ制ップを主た
実る対現 る. ( 御により

オフィスで発生す系るデータの大半は時間軸 -季節操調整 -傾向分析 -予測j -表デ

をもっている時 列データ単O変でもRあに動とE分にるグC析将ラA本や来SブT領化のツー
ータ作

時系列分析 ルは時げ系列データにのく(L対い結A季果しN，節をF し(DSjFORECAST) ただでは捕えに 予制向
分測御値析にを算行ない， そ

を 実出する.
より現)

地域に関する統計助情報を容易に視覚し，地 -地図グラフの表作成 ・地図の設定 ・表

エリア分析 域情報の抱援を けるツールで立ある. (LA データとの対応 の設定 ・地図グラフの

NMAP 制御により実析資現)消作計費成者画な 案向 エリ 表示，削除
(DSjMAP) アマーケティング分 , 動プレゼンテーション 料 どに威分析力を

発嫁する.

-グラフ作図機能線要(円グラフ要，フ棒素，折折グラフ，
比較棒グラフ，れ素棒グラ れれ線線グ

ビジネスグラフ作成機能 オフィスで日常使用している円グラフ，棒 ラフ，多重折 グラフ， グ

(EGF) グラフ，折れ線画グラフなどのピジネスグラ ラフな編ど)集
フを容易に描 することができる. -グラフ 機能工機・作図データ入保力機存能

-作図データ加 能 ・グラフの
再表示機能

支 援 機 能|各エンドユーザー機能聞のデータの連絡をスムーズに行なうための機能である

VIA 転送機能 IVIA とワークステーション上のローカル|・下り転送 (ACOS→ワークステーション)
(VIALAN) データベースとのあいだのデータ転送を行!・上り転送(ワークステーシヨン→ACOS)

|なう.

VIA 参照機能|利用できるVIA名の一覧やVIAの内容|・ VIA名一覧表示
(VIAINFO) を表示する・VIA詳細表示
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表 2

導主ザ;:r.. -

問題解決を強調

情報システム部門主導

DBの健全性を強調

統制の欠如，新システムと支援スタップの急増新規サーピスが少ない(メンテナンス80，開発20)

標準化の欠如およびデータの健全性とシステムに対す
る統制の欠如

標準化の支配，例外の否定

新システムの規模についての考えや目標がない開発に対するユーザーによる統制は利点が論じられる
が実行されない

設計，作成，メンテナンス，運用までも外部より購入
する

すべてを 1 S が設計し，契約する

自分自身のユーズに合わせてネットワークをつくる
(全社的ではない)

1 S は先端技術では専門ではあるが，ユーザ一志向に
はllll \，、

技術スタッフの重複の増加

技術，経験を交流するための共同活動がない

強力なユーザーの不在

1 S はすべてを統制していると考える

耕
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タ技術

業務
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個人の作業

(地域分散)
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業
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型
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一
常
一
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定
一

業務

(水平分散)

門部

閉
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巴

販売業務

喋務の分散分散化形態
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!と己1m市da川|
.9 月号特集/好評発売中 定価880円

脳とコンピュータ
ー脳のソフトウェアを求めて一

人聞の情報処理とコンビュータの情報処理
甘利俊一

人工知能のあゆみ 野崎昭弘

右脳・左脳とコンビュータ 品川嘉也

視覚情報処理とコンビュータビジョン 杉江昇

記憶と検索のメカニズム 中谷和夫

言語理解とは:機械翻訳の現場から 右綿敏雄

学習ロボットとプログラミング 有本卓他
.お得な年間蛾観のおすすめ 年間5000円 (6 冊)
.既刊 7 月号 定価880円

高機能ワークステーションのすべて

国|特集ロ岨n抑制中
川冊| ・---.... ~定価1200円

一構造化プログラム開発技法一
ソフトウェアの新パラダイム・PAD・を各方面から

詳しく検討.併せて各ツールも紹介.

|数理科学
9 月号 定価 880 円

特集=計算理学
計算理学とは
量子系のモンテカルロ法
計算理学と物性物理

上村洗
鈴木・宮下・高須

塚田捷
素粒子物理学における数式処理

コンビュータ・シミュレーションと
現代気象学

太陽のなかのグローパル対流と

(藤井榛之
釜江常好

松野太郎

吉村忠利

中沢清
磁場の数値シミュレーション
計算機の中の「太陽系形成の鹿史』
コンビュータで宇宙を創る {鶏建彦
コンビュータで分子の世界を探る I柏木浩

l踏熊壷治

遺伝学とコンビュータ 磯野克己
コンビュータ分子生物物理学和田・中村・陶山

線科学・別冊知識と認知の
一一一 ソフトウェア

サイエンス社
東京都千代田区神田須田町 2-4 安部徳ピル

宮03(256 )1091 振替東京 7 -2387 

554 (28) 

ば，時系列予測をしたいと思っても，手法によっ

ては30期以上の実績値を必要とするものもある.

3. 情報システム部門の役割

DSS を導入する場合の情報システム部門の役

割はたいへん重要である.

(1)事業の動向と情報システム

DSS の導入は 1 つの業務ソフトの導入とは異

なり，当該企業の事業動向，業界動向に注目し，

どのような情報システムを構築していくかという

方針をもって進めていく必要がある.

(2) ハードウエア体系の見定め

コンビュータ資源をどのように使っていくかと

いうポリシーをもち，組織が必要とするコンビュ

ータ資源の使用について効率と有効性のバランス

をとる必要がある.

(3) ユーザ一層の見きわめ

DSS を利用するユーザーが，企業組織のどの

部門，どの階層までかということを見きわめる必

要がある.これはデータベースに蓄積されている

(あるいは蓄積する)データの種類，期間に差が出

てくるし，機能についても照会，加工が中心なの

か，シミュレーション等の CPUを要するものな

のかで差がある.

(4) 汎用性，パッケージ性

DSSはいちど組織に定着させたらそれで終り

ではなく，事業の方向が変ったり，ユーザ一層が

変ったり，より高度な分析手法を要求されたりす

るたびに対応してし、かなければならない.そのた

めにはシステムを固定化させないために，汎用性，

パッケージ性に十分注意しておく必要がある.

以上， DS S の現状，導入時の留意事項につい

て述べてきたが，この他に，企業そのものが， D

SS を受け入れる風土があるのか，ユーザーの特

性，経験はどうなのか，といった検討も必要だが，

その辺については， 組織科学， 社会科学， 心理

学，行動科学といった領域の方々の研究成果に注

目していただきたい.
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